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第１章  総則  

（趣旨）  

第１条  この規程は、宮崎公立大学学則（以下「学則」という。）第３条第２

項の規定に基づき、宮崎公立大学附属図書館（以下「図書館」という。）の

管理運営に関し必要な事項を定めるものとする。  

（使命）  

第２条  図書館は、教職員、学生等の教育研究に資するとともに、生涯学習の

振興及び地域の文化の向上に貢献するため、教育研究に必要な図書、記録そ

の他資料（以下「図書館資料」という。）を収集し、整理し、適切な保存を

行うことにより利用に供することをその使命とする。  

（附属図書館長）  

第３条  学則第１０条の附属図書館長（以下「館長」という。）は、図書館に

関する業務を統括する。  

２  館長の選考については、別に定める。  

（開館時間）  

第４条  図書館の開館時間は、午前９時から午後８時までとする。ただし、学

則第１５条に規定する春季休業、夏季休業及び冬季休業の期間（以下「休業

期間」という。）中にあっては、午前９時から午後５時までとする。  

２  館長は、図書館の管理運営上特に必要があると認める場合は、前項の開館

時間を変更することができる。  

（休館日）  

第５条  図書館の休館日は、次のとおりとする。  

⑴  日曜日  

⑵  休業期間中の土曜日  

⑶  国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日 

⑷  １２月２９日から翌年１月３日まで  

⑸  特別整理期間  

⑹  館長が特に必要があると認める日  

２  館長は、図書館の管理運営上特に必要があると認める場合は、前項第１号

から第６号までの規定にかかわらず図書館を利用させることができる。  

（入館の制限等）  

第６条  館長は、図書館を利用しようとする者が次の各号のいずれかに該当す

るときは、その入館を制限し、若しくは退館を命じ、又はその利用を中止さ

せることができる。  

⑴  公の秩序又は善良の風俗を乱すおそれがあると認められるとき。  

⑵  施設、設備、図書館資料等を損傷し、又は滅失するおそれがあると認め

られるとき。  

⑶  この規程又は館長の指示に従わないとき。  



 

⑷  前３号に掲げる場合のほか、図書館の管理運営上支障があると認められ

るとき。  

⑸  前条第１項第２号で規定した休館日以外の土曜日に、本学の教職員、学

生及び開放授業受講生以外の者が利用しようとするとき。  

第２章  館内利用  

（閲覧）  

第７条  図書館資料は、図書館内の所定の場所において閲覧しなければならな

い。  

２  図書館内においては、館長の指示する事項を遵守しなければならない。  

（複写）  

第８条  図書館資料の複写は、著作権法（昭和４５年法律第４８号）第３１条

の規定に基づき、利用者の調査研究の用に供するために、図書館が所有する

図書館資料を用いて、公表された著作物の一部分について行うものとする。 

２  図書館資料を複写しようとする者は、図書館資料複写申込書により館長の

許可を受けなければならない。  

３  前項の許可を受け、図書館資料を複写しようとする者は、別に定める費用

を納入しなければならない。  

（図書館資料の複写の制限）  

第９条  次の各号に掲げる図書館資料は、複写することができない。  

⑴  寄託資料でその寄託契約の条件として複写が禁止されているもの  

⑵  技術的に複写が困難な図書館資料  

⑶  複写することによって損傷するおそれのある図書館資料  

⑷  前３号に掲げるもののほか、館長が複写することを不適当と認めた図書

館資料  

（複写物の利用上の責任）  

第１０条  複写物の利用による著作権法上の責任は、当該複写物の提供を受け

た者が負うものとする。  

第３章  館外利用  

（利用者の範囲）  

第１１条  次に掲げる者は、第７条第１項の規定にかかわらず、図書館資料を

館外において利用することができる。  

⑴  本学の学長、教授、准教授、講師、助教及び助手（以下「教員等」とい

う。）並びに職員（非常勤の者を含む。以下同じ。）  

⑵  本学の学生  

⑶  前２号に掲げる者のほか、館長が許可した者  

２  前項第３号の許可を受けた者に対し、館長が別に定めるところにより、宮

崎公立大学附属図書館利用者カード（以下「利用者カード」という。）を交

付する。  

（館外利用の手続）  

第１２条  図書館資料を館外において利用しようとする者は、次に掲げる区分

に応じ当該各号に掲げる証明書等を係員に提示し、その手続をしなければな

らない。  

⑴  前条第１項第１号に掲げる者  身分証明書  

⑵  前条第１項第２号に掲げる者  学生証  

⑶  前条第１項第３号に掲げる者  利用者カード  

（館外利用の数及び期間）  

第１３条  館外において利用することのできる図書館資料の数（未返却図書館

資料の数を含む。）及び期間は、次のとおりとする。  

 



 

利用者の区分  数  期間  

第１２条第１項第１号に掲げる者及び第２

号に掲げる者のうち４年生  

 

２０冊以内  １月以内  

第１２条第１項第２号に掲げる者のうち１

～３年生及び第３号に掲げる者  

５冊以内  ２週間以内  

２  館長は、図書館の管理運営上特に必要があると認める場合は、前項の期間

中であっても、返却を命ずることができる。  

（館外利用の特例）  

第１４条  館長は、教育研究の目的で特に必要があると認める場合は、前条第

１項の規定にかかわらず、同項の数又は期間について別に定めることができ

る。  

２  前条第２項の規定は、前項の場合について準用する。  

（研究室等館外利用）  

第１５条  教員等が研究室等において次の各号に掲げる図書館資料を利用し

ようとする場合は、第１３条の数又は期間を変更して館外利用をすることが

できる。  

⑴  研究費により購入した図書館資料  

⑵  研究室等に備え付けることを指定されて寄贈又は寄託された図書館資

料  

２  前項の図書館資料は、他に利用を希望する利用者がある場合は、館外利用

を受けている者の教育研究に支障のない限り当該希望者に利用させなけれ

ばならない。  

３  第１項の図書館資料は、必要がなくなった場合は、速やかに返却しなけれ

ばならない。  

（館外利用の予約）  

第１６条  利用者は、館外利用を希望する図書館資料を他の者が館外利用して

いるときは、館外利用の予約をすることができる。  

２  前項の予約をした利用者は、優先して館外利用をすることができる。  

（館外利用の制限）  

第１７条  次に掲げる図書館資料は、館外利用をすることができない。  

⑴  貴重図書、古文書、新聞類、保存用雑誌類及び逐次刊行物  

⑵  参考図書及び郷土資料のうち館長が指定したもの  

⑶  寄託資料又は貸与資料で寄託者又は貸与者が館外利用を承認しないも

の  

⑷  前３号に掲げるもののほか、館長が館外利用を不適当と認めたもの  

（館外利用の停止）  

第１８条  館長は、次の各号のいずれかに該当するときは、館外利用を一定期

間停止し、又は利用者カードを無効として再交付しないことができる。  

⑴  図書館資料を期限内に返却しないとき。  

⑵  図書館資料を他人に転貸したとき。  

⑶  第１２条各号に定める証明書等の譲渡又は貸与その他不正の行為によ

り他人に館外利用をさせたとき。  

⑷  偽りその他不正の手段により利用者カードの交付を受けたとき。  

⑸  前各号に掲げるもののほか、館長が不適当と認めたとき。  

第４章  相互協力等  

（相互協力）  

第１９条  第２条に規定する使命のため必要があると認められる場合は、他の

大学図書館等と相互に協力することができる。  



 

（相互利用）  

第２０条  利用者は、他の大学図書館等の利用についてあっせんを依頼するこ

とができる。  

２  他の大学図書館等から本学の図書館資料について利用の依頼があった場

合は、本学の教育研究に支障のない範囲内において応じることができる。  

３  前２項の利用に要する経費は、当該利用者又は依頼者の負担とする。  

第５章  寄贈及び寄託  

（寄贈及び寄託）  

第２１条  図書館は、図書館資料の寄贈又は寄託を受けることができる。  

２  寄託を受けた図書館資料の管理は、特に寄託者から指定のあった場合を除

き、図書館の所有する図書館資料に準じて行う。  

３  寄託を受けた図書館資料は、寄託者の承諾がある場合を除き、利用できな

いものとする。  

４  図書館資料の寄託に要する費用は、原則として寄託者の負担とする。  

第６章  雑則  

（損害賠償）  

第２２条  故意又は過失により施設、設備、図書館資料等を紛失し、又は損傷

した者は、直ちにその旨を届け出、その損害を賠償しなければならない。  

（委任）  

第２３条  この規程に定めるもののほか、図書館の利用に関し必要な事項は、

館長が別に定める。  

附  則  

この規程は、平成１９年４月１日から施行する。  

  附  則  

この規程は、平成２３年８月３日から施行する。  

  附  則  

この規程は、平成２３年１０月２７日から施行する。  


